MINISTOCK　81　
　日本敗戦から2ヵ月後の1945年10月にサンフランシスコで開催された国際連合の結成準備会に、米国国務省がRIに対して顧問を要請し、11名の顧問団が国連憲章の原案作成に携わりました。準備総会の世界各国代表団のうち20名の代表と7名の委員長がロータリアンであり、代議員を含めて総数49名のロータリアンがこれに参画しました。このとき国連にはまだ事務所も職員も存在しませんから、米国の28名のロータリアンがオブザーバーとして議事進行、通訳、文書作成の助言、各国間の調整を行ったほか、資料作成その他の事務支援を行ったことが記録として残されています。

　国連成立後も国連総会の議長はロータリアンでしたし、国連経済社会理事会やユネスコとの強い関係を継続していました。これらの経緯があって、RI 本部には国連･関係機関への RI代表団という委員会が設置され、ニューヨーク国連本部（5名）、ジュネーブ、ウィーンの国連事務所（各2名）、開発途上国経済支援、環境、食料、世界銀行、ユネスコなどの関係機関へ20名のロータリアンが代表として派遣されていました。

　ロータリアンが国連設立に貢献したと言っても、ロータリーの意見に基づいて国連が創設されたわけではありません。したがってロータリーは、出来上がった国連に対して冷静な見方を失うことなく、批判的な姿勢を崩すことがありませんでした。

　RI は「これから後」と題する冊子を7版25万部も作成し、その中でロータリーの意向に反して作成された国連憲章への批判を行い、「RIは国連憲章の規定や、国連の決定について否定しないが全面賛成もしない。RIは世界平和の促進のために行われる国連の活動については、ロータリアンが常にこれを見守るよう奨励する」と宣言しました。

　国連:United Nations（UN）を邦訳すると「連合国」であって、「国際連合」にはなりません。誰が都合のよい訳語を当てはめたのでしょうか？　これは第二次大戦で日･独･伊の枢軸国と戦った戦勝国をさす言葉で、その主要国が“拒否権”という自国の特権を自在に使う非民主的機構を作ったのです。日

本国とRCは、ここでどれほどの貢献をしても、国連の本質を見抜けなくてはどうしようもありません。

MINISTOCK　8２
第二次世界大戦終了後のロータリー関係の最初の記事は、ロータリーを本邦へ導入した二人の貢献者の訃報でした。終戦の翌年、1946年4月、郷里の沼津に疎開していた米山梅吉が逝去し、続いて同年9月に福島喜三次も亡くなりました。

国内の都市のほとんどが焼け野原になっており、国民は毎日の食糧確保に躍起になっていた、そんな時代でしたが、○曜会と名乗って弁当もちで例会を続けていたクラブの人たちから、ぼつぼつRI復帰の話が持ち上がっていた頃でした。

翌1947年1月、ロータリーの創始者、ポール･ハリス逝去の報が伝えられました。戦中･戦後に解散していた日本のロータリー･クラブが、まだRIに復帰を果たす前のわずか9ヶ月の間に、ロータリーの重要人物を次々と失ったのでした。

ポール･ハリスの墓は、シカゴ郊外ブルーアイランドにあるマウントホープ墓地にあり、そこは彼が胸を開いて話し合える唯一の友であったシカゴ･クラブ初代会長、シルベスター･シールの墓の隣です。

MINISTOCK　83

　世界大戦終了後のヨーロッパでは、早くも1945年中に、フランス、ベルギー、オランダ、ノルウェーのＲＣが復活し、これにグアム、フィリピンが続き、翌46年には上海、香港、シンガポールなどが復活して、戦争地域から72クラブがＲＩ復帰を果たしました。戦時枢軸国がら最初に復帰したのはイタリアでしたが、それはイタリア国内での戦闘･破壊行為が少なく、社会体制の復活が早かったからです。

　1946年1月に東京水曜倶楽部から、4月には大阪金曜会から、ＲＩ復帰の希望が申し入れられましたが、聞き入れられませんでした。

　そこで1947年7月、国際ロータリー復帰協議会が14の会と32代表によって開かれ、このとき、例会を開催している会が18（毎週例会が15、隔週例会が３）であると報告されています。

　翌1948年にインドのポンペイにいたジョージ･ミーンズ（ＲＩ中央アジア駐在員）が帰国の途上、日本へ立ち寄り、東京、大阪、神戸、京都などの○曜会を訪れ、その実情をＲＩに報告しました。

MINISTOCK　84
　1949年3月、ジョージ･ミーンズが突然来日し、ロータリー復帰協議会の手島知健会長らと会見し、ＲＩへの復帰が承認されました。復帰条件は：

1）現状の各曜会（倶楽部）の解散、

　　　　2) 国際ロータリーの定款･細則の遵守。

　　　　3) 国際ロータリーへの義務の完全履行。

でしたが、各クラブはＲＩ直轄であるので、戦前のような独自の集団*を形成しないこと、という注文がつけられました（*日満ロータリー連合会）。

　これを受けて3月29日、東京RC(会員数189)と

京都ＲＣ（会員数57名)が再登録されました。4月になって大阪RC(68)、神戸ＲＣ(46)、名古屋ＲＣ(47)、福岡ＲＣ(33)、5月に札幌ＲＣ(45)がＲＩに復帰し、この7クラブでＲＩ第60地区を形成することになりました。戦後の初代ガバナーには東京ＲＣの手島知健が選ばれ、早速6月の国際協議会に出席するため渡米しました。

　東京ＲＣでは4月にミーンズから小林雅一会長にチャーターが渡され、ときの吉田茂首相が出席して祝辞を述べ、GHQ総司令官マッカーサー元帥(ロータリアン)からの祝辞もありました。

RI復帰は７月以降も続き、横浜(38)、西宮(20)、高知(24)、今治(20)、徳島(30)、広島(27)、岡山(24)、小樽(25)、函館(25)、熊本(27)、新潟(24)、四日市(20)、岐阜(20)と、この年20クラブに達しました。

1950年には門司(29)、仙台(33)、浜松(20)、高松(40)、金沢32)、旭川(36)、静岡(28)、長崎(30)、盛岡(21)、釧路(25)、郡山(28)、松山(30)、室蘭(31)、帯広(19)、和歌山(35)がＲＩに復帰しました。 

　ロータリーは1909年以来、1都市1クラブ制をとってきましたが、大都市では必要な職業人をカバーしきれないため、アディショナルクラブを認めることになり、この年の8月に東京北RCと東京南RCが誕生しました。以後、日本の大都市でも地域を分けて複数のRCが創立することになります。

　また､1947年に亡くなったポール･ハリスを記念して始められたロータリー財団奨学生制度で、日本人第1号の清水長一君が米国留学に出発しました。

　1950年6月突然、朝鮮動乱が勃発し、前年にRI復帰を果たしたばかりの韓国ロータリアンの多数が、北鮮軍により共産主義の敵として殺されました。

MINISTOCK　8５
1950年、第41回RI国際大会（デトロイト）で、オハイオ州コロンバスRCから提出された決議案でロータリーの“モットー”が採択されました。

１．　He profits most who serves best.

２．　Service above Self.

言うまでもなく、この二つは1911年にシェルドン（チェスリー･ペリー代読）とコリンズが語ったスピーチに由来するものです（27～29に記述）。それから40年近くが経過してから、これらがロータリーの“モットー”になるということは、この間にどれほど多くのロータリアンがこの言葉に親しみ、使用してきたか、そして如何に多くのシェルドン支持者がいたかを語っていると考えられます。

しかしながら、シェルドンの商業サービス理念はRI成立（1922年）の頃から人道支援派に押され続け、彼は1930年にロータリーを退会しました。（シェルドンの言葉を含む決議23-34は、1926年に早くもタイトルを“社会奉仕に関するロータリーの方針”と改められ、1927-28年には「ロータリー活動の4路線」が採用されて職業奉仕概念が導入され、1929年のダラス大会では、シェルドンの言葉の使用禁止案が提出されました（否決：このときはまだこの言葉がモットーになっていません）。
シェルドンの言葉が記述されている「ロータリー倫理訓」は1931年に頒布禁止に、そして1951年(モットー成立の翌年)に廃棄されました。定款Objectは1935年に改定され、シェルドンの理念はロータリーから消滅しました。

その後、profit（儲ける〉という直接的な表現が好ましくないとして、モットー１を抹消する提案があり、否決さたようですが（文献不明）、1989年のRI規定審議会にモットー2をロータリーの第一標語にする提案がなされ、これは採択されました。

　2001年、He profits most who serves best.が“性差別用語”に抵触するとして、規定審議会で第二モットーと決議23-34が使用停止となりましたが、日本などの反対により4ヵ月後の理事会で撤回されました（They profit・・-と改正）。すると2004年、再度このモットーの廃止案が提出され、このときも僅差で否決されました。シェルドンの標語には、このような複雑な歴史が含まれているのです。

MINISTOCK　86
　1951年、定款Objectに部分変更がありました。

The Object of Rotary is to encourage and foster the ideal of service as a basis of worthy enterprise and, in particular, to encourage and foster：

1． The development of acquaintance as an 

opportunity for service；

２.  High ethical standards in business and　

professions;；　the recognition of the worthiness of all useful occupations；　and the dignifying of each Rotarian’s occupation as an opportunity to serve society；

3. The application of the ideal of service in 
each Rotarian’s personal, business and community life；

4. The advancement of international 

understanding , goodwill and peace through

a world fellowship of business and professional men united in the ideal of service.
 　このObject改定は、すでに多くの先達によってObjectの単数化について解説されていますが、多数のとんでもない誤訳と間違った解釈が存在します。
①Object･･･isが単数表示であるのは、複数あったものが一つになったからではありません．2行目のthe ideal of service（奉仕の理念）と4項目とが同じものですから、in particular（詳しくは）と言って､あとで解説しています。to encourageの目的が一つなので、主語・動詞を単数にしたのです。

②as an opportunityは常用省略形をとっていて、その変化が1921年のRC連合から1922年のRIへの移行時の定款に明確に示されています。「･･･の機会が与えられた際には」という意味です。省略形が理解できすに、デタラメ翻訳が続いてきました。

③第3項はThe application・･・to・･であったものが、このとき･･･in･･･に変更されました。これで「適用する」ではなく「専念する」になったのです。

④加算名詞／不加算名詞がまったく理解されず、5単語に誤訳があります。とくにa fellowshipは1921年に登場した国際奉仕の団体活動を意味しているのに、長年、誤った情報を流してきました。

　-――誤訳となった原因とそのときの状況については、後に改めて解説します。

MINISTOCK　87
1951年、国内は朝鮮動乱景気に沸き、新しいRCが28（復活7クラブ、新設21クラブ）誕生しました。戦前の会員の殆んどが実業人であったのに対して、戦後は医師、弁護士等の専門職，教育家、技術者、芸術家、僧侶、神官などあらゆる職業人が会員になったことも、RC拡大の一因になっています。

RC数の増加に伴って地区の分割が検討されていましたが､1952年7月から、福井･滋賀・奈良以西の西日本(28クラブ)を第61地区とし、東日本(38クラブ)の第60地区と分離することになりました。

これに先立って全国1地区時代の最後の地区年次大会が4月に、大阪中之島中央公会堂で開催されました。星野ガバナー(大阪RC)は、日本のロータリーの浄化を叫び、奉仕のための人生を語られました。

大会第1日目に関西交響楽団の演奏があり、交響楽団によって新ロータリーソング「手に手つないで」（作詞･作曲：東京･矢野一郎）が披露されました。他のロータリーソングと歌詞を比べてください。これは戦後の歌なのです。

MINISTOCK　88
　第60地区最後の大会で、機関紙「ロータリーの友」の発行が決定されました。

　当時の記録では、機関紙の形式が検討され、投票の結果、ひらがな･横書きと決まったようです。またタイトルは「ロータリーの友」の初代編集委員長を務められた第2630地区･岐阜RCの遠藤健三パスト会長の案が採用されました。

　かくして1953年1月号が富士山の絵を表紙にロータリー･マークをつけて発行され、以後毎月発行されるようになりました。後にThe Rotarian誌からの転載記事および国際的な記事については左開きの横書きとし、国内的な記事については右開きの縦書きとなって、今日に続いています。

　当初、編集委員が全国のロータリアンから選ばれていましたが、その後、「友」事務所の社員、理事、監事のすべてがパストガバナーから選出される名誉職となったため、責任者として事務所長･編集長がロータリアンとなりました。形式は整いましたが、企画･校閲・翻訳等へのロータリアンの関与は低くなり、責任体制は影を薄くした言わざるを得ません。

MINISTOCK　89

　1950年代の日本は朝鮮動乱の後、警察予備隊（1950年）が創設され、保安隊（1952年）に改組され、自衛隊（1954年）へと変貌していきました。1951年に対日講和条約調印（49カ国）、同時に日米安保条約が成立、1953年にNHKがテレビ放送（白黒）を開始、1956年には日本が国連に加盟しました。　　　

　1954-55年度は、ロータリー創立50週年を迎え、世界のロータリアン数は40万人（1955年）から120万人（1995年）まで直線的に増え続けました（その後増減がありません）。国内でもクラブ増設への拍車がかかり、1955年には2地区157クラブ、6,300人でしたが、1960年に7地区、1970年に17地区、1980年に24地区、そして1990年には30地区、1,880クラブ、117,000人へと急増しました。そして1994年には地区数が34まで増加しました。
なお、国内会員数は1996年11月にピーク（130,982人）に達したのち減少し始め、2007年には10万人を切って、2013年末の集計では、全国で34地区､2,288クラブ、88,103人です。クラブ単位の会員数減少が著しいのが現状です。

MINISTOCK　90

世界のRCと地区が増加すると、各地区・クラブが定款に基づく共通の活動を行うよう、RIから大量の文書や指導文献が送られてきました。

そこでガバナーは、ノミニー時代に国際協議会に出席してガバナーとしての必要な教育を受ける義務を負うことになり、また各クラブも毎年度1回以上、ガバナー訪問を受けて、ガバナーを通じてクラブの状況をRIへ報告しなければならなくなりました

各地区には、次年度会長・幹事研修会が設けられましたが、1985年よりRIの方針に基づいてPETS（クラブ会長エレクト研修セミナー）が開催されることになりました。

1954年10月、ロータリー創立50数年記念・連合大会が京都の岡崎勧業館に3,000人の出席者を集めて華やかに開催されました。ロータリー発祥の地シカゴでは、1955年5月、64カ国から1万4千人が参加して5日間に及ぶ祝賀大会が開かれました。RI会長はハーバート・テーラーで、就任時に「四つのテスト」の版権をロータリーに譲っています。

